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灰溶融メタルの Cs挙動 

多田 光宏, 井田 博之, 菊地 亨, 明石 哲夫, 広瀬 道之, 宮越 靖宏 

  JFEエンジニアリング株式会社 

1. はじめに

放射能で汚染された廃棄物を焼却処理すると、放射能で汚染された灰が排出される。放射能で汚染された

灰の減容化の方法として溶融処理が検討されている。溶融処理において、放射性セシウム(Cs)は、炉内で揮散

して主としてダストに移行し、一部がスラグに残留する 1)。また、溶融時にメタルも排出されるが、溶融処理でスラ

グとメタルを平衡させると Csは K と同様な挙動をとり、メタル中には溶解しないと推定されている 2)。

本研究では、灰溶融炉から排出されるメタル中のCsに着目し、その挙動について、実験的検討を行った結果

について報告する。 

2. スラグ/メタル間の Cs挙動

スラグ中 Cs とメタル中 Csが、次式のような平衡をとるとき、それぞれの活量係数が一定ならば、それぞれの濃

度の比が一定となる。 

Cs  in slag  ⇄ Cs in metal    LCs = (Cs)in slag / [Cs] in metal ･････ (1)

放射性 Csの量は、1Bq当りと、例えば、8,000 Bq/kgのときには、それぞれ、 

137Cs；3.11×10-13 g/Bq、134Cs；2.09×10-14g/Bq      137Cs；2.49 ng/kg、134Cs；16.7ng/kg 

であり、放射性 Csの濃度は、極く微量な値となる。放射性 Csは、同位体である安定 Cs とは、化学的には

同等の挙動を示すと考えられる。スラグおよびメタル中の Cs は、十分に低い濃度域にあることを考えると、放射

性 Cs と安定 Csの場合で活量係数は一定と考えられる。 

そこで、実験的に、試薬の安定 Cs を用いて、スラグ中の Cs 濃度を増加させたときのメタル中 Cs 濃度への影

響を検討した。高周波誘導炉を用いて、あらかじめ試薬の Fe を坩堝内で溶解した後、試薬 CaCO3, SiO2,

Cs2CO3 を混合して上部より添加した。スラグの溶融形成を確認してから所定時間（10min）保持した後、坩堝ごと

試料を取り出し急冷した。冷却後、スラグとメタルを採取して分析に供した。 

スラグ中 Cs濃度を 0.1～5.6 mass%に増加させてもメタル中 Cs濃度は定量下限値以下(0.5 mg/kg)であった。

メタル中 Cs 濃度を定量下限値を用いて(1)式の濃度比をとると、112,000 となる。このことから、灰溶融炉内で放

射性 Csはメタルには実質的には溶存しないことがわかった。 

灰溶融炉の炉内では、スラグとメタルは、比重差により分離しているが、灰溶融炉からメタルが排出されるとき、

スラグがメタルに混入することが考えられる。そこで、実機の灰溶融炉において、メタルが排出されているときに、

所定量のメタルを採取し、鋳型に鋳込んだ。メタル中の非金属残渣濃度を分析したところ、非金属残渣濃度は、

約 0.1 mass%と十分低い値であり、放射能への影響はないことがわかった。 

3. まとめ

灰溶融炉のメタル中 Cs挙動に関して、実験的検討を行い以下の知見を得た。

1) スラグ中 Cs濃度が増加しても、メタル中に Csは実質的には溶存しない。

2) 実機灰溶融炉のメタル中非金属残渣濃度を分析した。約 0.1mass と極めて低い値だった。
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